
５
月
３
日
、
憲
法
施
行
75
周
年

に
あ
た
り
各
地
で
憲
法
と
平
和
を

守
る
イ
ベ
ン
ト
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

春
日
部
駅
東
口
で
は
、
春
日
部

革
新
懇
の
主
催
で
「
平
和
の
ス
ピ
ー

チ
広
場
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
約
百

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

春
日
部
教
職
員
組
合
、
新
日
本

婦
人
の
会
子
育
て
グ
ル
ー
プ
、
春

日
部
労
働
組
合
連
合
会
、
春
日
部

革
新
懇
、
日
本
共
産
党
の
代
表
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
憲
法
と

平
和
を
守
る
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
か
ら
は
、
松
本
ひ

ろ
か
ず
県
議
予
定
候
補
（
前
市
議

会
議
員
）
が
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

松
本
ひ
ろ
か
ず
氏
は
次
の
よ
う

に
訴
え
ま
し
た
。

「
今
日
、
施
行
75
周
年
を
迎
え

た
憲
法
は
、
前
文
で
『
政
府
の
行

為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が

起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
』

と
決
意
し
、
９
条
で
戦
争
放
棄
、

戦
力
不
保
持
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
75
年
前
に
日
本
が
世
界
に

向
か
っ
て
発
信
し
た
平
和
主
義
の

原
点
に
立
ち
返
り
、
改
憲
を
許
さ

ず
、
憲
法
を
守
り
生
か
す
取
り
組

み
を
強
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に

乗
じ
た
９
条
改
憲
と
大
軍
拡
の
動

き
は
断
じ
て
許
す
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
「
軍
事
に
は
軍
事
」
の

発
想
は
、
歯
止
め
の
な
い
軍
拡
競

争
へ
の
道
で
す
。
国
家
間
の
争
い

を
絶
対
に
戦
争
に
し
な
い
こ
と
が
、

憲
法
９
条
を
持
つ
国
の
責
任
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
知
恵
と
力
を
尽

く
す
の
が
政
治
の
使
命
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
憲
法
９
条
を

い
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
平
和

的
な
話
し
合
い
で
解
決
し
て
き
た

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

連
合
）
と
連
携
し
た
「
外
交
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
９
条
に
示
さ

れ
た
平
和
主
義
を
守
る
と
と
も
に
、

憲
法
が
保
障
し
た
豊
か
な
権
利
を

全
面
的
に
実
現
し
、
憲
法
が
生
き

る
政
治
を
実
現
す
る
た
め
に
全
力

を
尽
く
し
ま
す
」
と
決
意
を
語
り

ま
し
た
。

集
会
後
は
平
和
の
歌
声
に
見
送

ら
れ
て
、
昨
年
５
月
３
日
に
「
憲

法
９
条
の
碑
」
を
建
立
し
た
小
淵

観
音
院
ま
で
９
条
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
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各
界
各
層
か
ら

平
和
の
願
い
次
々
と

紛
争
を
戦
争
に
し
な
い

こ
と
が
政
治
の
使
命

憲
法
記
念
日
「
平
和
の
ス
ピ
ー
チ
」

改
憲
許
さ
ず
９
条
生
き
る
社
会
を

豊
か
な
権
利
が

全
面
的
に
花
開
く
政
治
を



日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
先

の
市
議
会
議
員
選
挙
で
、
「
学

校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
」
を

公
約
の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
位

置
付
け
た
た
か
い
ま
し
た
。

新
年
度
も
始
ま
り
、
現
在
の

給
食
費
の
県
内
状
況
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。

県
内
で
、
給
食
費
の
補
助
が

な
い
の
は
、
41
市
町
、
一
部
補

助
が
春
日
部
市
を
含
め
17
市
町
、

全
額
無
償
は
、
５
町
村
と
な
っ

て
い
ま
す
（
下
表
参
照
）
。

人
口
20
万
人
以
上
の
市
で
は
、

春
日
部
市
と
上
尾
市
が
と
も
に

３
人
目
か
ら
の
無
償
化
に
踏
み

切
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
い
た
ま

市
や
近
隣
の
越
谷
市
・
草
加
市

な
ど
は
補
助
制
度
の
な
い
状
況

で
す
。

直
近
の
調
査
で
は
、
春
日
部

市
の
人
口
動
態
は
、
２
０
２
０

年
10
月
～
２
０
２
１
年
9
月
ま

で
で
、
転
入
８
，
６
７
５
人
に

対
し
て
転
出
７
，
８
４
８
人
と

８
２
７
人
の
増
加
に
転
じ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
10
月
か

ら
4
月
現
在
ま
で
で
も
41
人
の

増
加
と
な
っ
て
お
り
、
転
入
超

過
が
続
い
て
い
る
状
況
と
言
え

ま
す
。

こ
の
間
、
国
や
県
の
平
均
を

下
回
っ
て
き
た
合
計
特
殊
出
生

率
も
、
２
０
２
０
年
調
査
で
は
、

全
国
平
均
が
１
・
33
、
埼
玉
県

平
均
が
１
・
27
に
対
し
て
、
春

日
部
市
は
１
・
39
と
改
善
が
図

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
の
小
児
科
・
産
科
の
充
実

や
公
立
保
育
所
整
備
で
待
機
児

童
解
消
の
取
り
組
み
、
子
ど
も

医
療
費
無
料
化
の
拡
大
・
充
実

な
ど
、
日
本
共
産
党
市
議
団
も

提
案
し
実
現
し
て
き
た
施
策
が

一
定
の
効
果
を
発
揮
し
て
き
た

も
の
と
評
価
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
人
口
減
少

数
で
は
２
０
２
０
年
で
２
，
９

４
２
人
と
県
内
第
５
位
と
い
う

状
況
で
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
っ
て
い
な
い
（
出
生
数

を
死
亡
数
が
上
回
っ
て
い
る
た

め
）
状
況
で
す
。

学
校
給
食
費
完
全
無
償
化
の

一
刻
も
早
い
決
断
で
、
子
育
て

世
帯
の
負
担
軽
減
と
と
も
に
、

人
口
の
Ｖ
字
回
復
を
め
ざ
す
べ

き
で
す
。

２０２２年５月１５日（日） 日本共産党 発行 週刊 第２４２４号

市立病院℡735-1261（土・日・祝の昼間と夜間毎日）内・外・婦 小児救急電話相談＃8000
５/１５(日) いまいクリニック（内科系）上蛭田25-1 TEL755-7676 久野医院（小児科系）六軒町204

TEL737-1234 かすかべ整形外科・内科 ほまれクリニック（外科系）八丁目87-1 TEL760-2551

５/２２(月) かすかべ生協診療所（内科系）谷原2-4-12 TEL752-6143 名越内科医院（小児科系）大枝89

武里団地1-15-101 TEL735-6627 渡辺整形外科医院（外科系）西金野井309-12 TEL746-0007

休
日
の
当
番
医

市
議
選
公
約
の
学
校
給
食
費
無
償
化

一
刻
も
早
い
決
断
を
！

全
額
無
償
化
は

５
町
村

転
入
者
も
増
加
し

出
生
率
も
上
昇

完
全
無
償
化
決
断
で

人
口
Ｖ
字
回
復
を

学校給食費無償化・

補助制度実施自治体

全額無償

滑川町・小鹿野町・神川町・東秩父村・

美里町

一部補助

第２子以降の給食費補助

幸手市・嵐山町・横瀬町

第３子以降の給食費補助

春日部市・上尾市・熊谷市・行田市・

坂戸市・久喜市・戸田市・小川町・

皆野町・寄居町・ときがわ町・越生町

全児童生徒を対象に一部補助

秩父市・長瀞町

補助なし

さいたま市・越谷市・草加市・川越市・

川口市・所沢市など41市町


